かんえん 

寛 永 十四 年の 夏 は、 九州 一円に 近年に ない 旱 炎な 日 

が 続いた。 その上に また、 夏が 終りに 近づいた 頃、 来 

る 日 も 来る日 も、 西の 空に 落つ る 夕日が 真紅の 色に 燃 

え 立って、 人心に 不安な 期待 を、 植えつ けた。 

ひし 5 う うん ぜん だけ 

九月に 入る と、 肥 州 温泉 ケ嶽 が、 数日に わたって 鳴 

きリ したんし ゆうと 

動した。 頂上の 噴火口に 投げ込まれた 切支丹 宗徒の 

おんねん ひち く おそ 

怨念 のな す 業 だ と い う 流言が 、 肥筑の 人々 を慄れ しめ 

た。 

凶兆 はなお 続いた。 十月の 半ばに なった ある 朝、 

人々 は、 庭前の 梅 や 桜が 時なら ぬ 蕾 を 持って いるの を 

見た。 



ただとし こ-つ 

忠利侯 は 在 府中で ある 上に、 みだりに 援兵 を 送る こと 

は、 武家 法度の 固く 禁ずる ところであった。 国老 たち 

の 協議の 末、 藩 中の 精鋭 四千 を 川尻に 出して 封 境 防 

備の 任に 当ら しめる ことにな つ た。 

かみや まじんべ え 

わが 神 山 甚兵衛 も、 この 人数のう ちに 加わって いた。 

成 年を越し たばかりの 若武者で あつたが、 兵法の 上手 

である 上に、 銅色 を 帯びた 双の 腕 に は、 強い 力が 溢れ 

ている。 

国境 を 守って、 松 倉 家からの 注進 を 聞きながら、 

脾 肉の 嘆を洩 している うちに、 十 余日が 経った。 いよ 

いたくらない ぜんの しょう 

いよ 十二月 八日、 上使 板 倉 内 膳 正が 到着した。 細 川 



ていた。 目のう ち は 異様に 輝いて、 熱に 浮され たよう 

に 「さんた、 まりや」 と 掛け声 をしながら 打ち込んで 

くる。 息切れで 苦しがりながら、 懸命に 打ち込ん でく 

る。 敵 を 倒す こと も、 自分が 斬られる こと も、 念頭に 

ない。 ただ 無性に 太刀 を 振る ことが、 宗教 的 儀礼の 一 

部で あるよう に 見えた。 

甚兵衛 も、 かかる 老人に 対して は、 なんらの 闘志 も 

なかった が、 余りに しっこくつ きまとう ので、 仕方な 

く 一 刀 を 肩 口に 見舞うた。 

老人 は、 血 を 見る と、 一 種の 陶酔から 覚めて 命が 惜 

しくな つ たらしく、 急に 悲鳴 を 挙げながら 逃げ出した- 



る。 彼 はそう して、 終日 惣八郎 の 手痛い 戦い を 見物す 

るば かりで あつ た。 

二月 二十 八日 は、 いよいよ 総 攻めの 日と きまった。 

城 を 囲んで いる 九州 諸 藩の 軍勢 四 万 三千 人のう ち、 

はら じょ-つ 

原 城の 陥落 を 望まなかった の は、 恐らく 甚兵衛 一人 

であったろう。 無論、 寄 手のう ちに 交って いる 切支丹 

宗門の 者 ゃ徳川 幕府に 恨み を 含んで いる 者 は、 一揆の 

長く 持ち堪える こと を 望んで いたか も 知れない。 しか 

し、 そうした 宗教 的な 政治的な 動機 を 離れて、 自分の 

独自の 心で、 甚兵衛 は 原 城の 陥らぬ ようにと 祈って い 

た。 



戦い は 激しかった。 宗徒 ども は 「さんた、 まりや」 

と 口々 に 叫びながら、 刀 槍、 弓矢 を はじめ、 鍬、 鎌な 

ど を さえ 手に して 戦った。 三の 丸が 落ちてから、 城 方 

の 敗 勢 はも はや どうと もす る ことができなかった。 素 

肌の 老幼な ど は、 一 撃の 下に 倒された。 彼ら は 倒れる 

しょ-つよう 

と、 倒れた ままに、 十字 を 切って 従容 と 神の 国へ 急い 

だ。 

惣八郎 は 手に 立ちそう な 相手 を 選んで は、 薙ぎ倒し 

た。 甚兵衛 は、 朝来 惣八郎 の 手柄 を 見て 歩いた。 時々 

は、 彼 もまた 自ら 戦いたい 欲望に 駆られて 手 を 下した 

が、 こうして 大事な 機会が 過ぎ去る のが 惜しまれ たの 



意に その 目 貫 を 愛玩す るの だと さえ、 甚兵衛 は 思った _ 

甚兵衛 が 四十に なった 時、 甚兵衛 と 惣八郎 とが 相番 

で 殿中に 詰めていた。 その 夜、 白 書院の 床の 青磁の 花 

瓶が、 何者の 仕業 ともなく 壊された。 細 川 家の 重器の 

一 つであった。 甚兵衛 は 素 破 事 こそと 思った。 このお 

咎め を 自分 一人で 負うて 腹 を 切って、 惣八郎 の 命 を 助 

けようと 思 つ た。 

しかし、 藩主 忠尚侯 は、 彼が 意気込んで 言上す るの 

を 聞いた 後、 「あれ か、 大事ない。 余の 器 を 出して おけ」 

と 何気なく いわれた。 

彼 は 余りに 苛 だた しい 時には、 いっそ 惣八郎 を 打ち 
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